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大地の恵みを 人が奏でる だれやめの郷

広報

いさ
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伊
佐
市
誕
生記

念
式
典

　そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
旧
大
口

市
、
旧
菱
刈
町
と
し
て
姉
妹
都

市
盟
約
を
結
ん
で
い
た
韓
国
南

海
郡
・
西
之
表
市
・
喜
界
町

と
、
今
後
も
伊
佐
市
と
し
て
姉

妹
都
市
盟
約
を
結
ぶ
こ
と
に
な

り
、
締
結
式
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
締
結
書
に
調
印

が
な
さ
れ
、
固
い
握
手
で
こ
れ

ま
で
以
上
の
交
流
を
誓
い
ま
し

た
。　最

後
に
、
伊
佐
市
内
の
小
学

校
の
新
１
年
生
１
１
５
人
に
よ

る
合
唱
が
行
な
わ
れ
、
伊
佐
市

の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

明
る
く
元
気
な
歌
声
に
、
参
加

者
は
温
か
い
拍
手
を
送
っ
て
い

ま
し
た
。

　平
出
水
地
区
太
鼓
踊
保
存
会

に
よ
る
壮
大
な
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

で
開
会
し
た
式
典
で
は
、市
長
・

議
長
・
来
賓
の
方
々
の
あ
い
さ

つ
に
続
い
て
合
併
功
労
者
の
表

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　そ
の
後
、
伊
佐
市
の
市
章
を

考
案
さ
れ
た
群
馬
県
の
川
崎
正

章
さ
ん
に
よ
る
市
章
の
発
表
、

市
の
木
・
市
の
花
の
発
表
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
伊
佐
市
出
身
者
に
よ

る
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
で
は
、
横
浜

ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
捕
手
の
細
山
田

武
史
さ
ん
や
、
俳
優
の
榎
木
孝

明
さ
ん
、
落
語
家
の
春
風
亭
柳

之
助
さ
ん
な
ど
か
ら
の
お
祝
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
ス
ク
リ
ー
ン
に

映
し
出
さ
れ
ま
し
た
。

　５
月
16
日
（
土
）、
伊
佐
市
誕
生
記
念
式
典
が
伊
佐
市
文
化
会
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
に
は
、
市
内
外
か
ら
約
７
０
０
人
の
来

賓
や
関
係
者
が
出
席
し
、
伊
佐
市
誕
生
を
祝
い
ま
し
た
。
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桜桜
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「市の木」「市の花」決まる
　伊佐市誕生に伴い、伊佐市のシンボル・
イメージにふさわしい「市の木」「市の花」
を募集したところ、全部で１４８通の応
募がありました。その後選考委員会で応
募数や応募者の選択理由等を考慮した結
果、次のとおり決定しました。

ひひ ききひののひのひひのひのひのひのひのひのひのひの
市 の 木：ひのき
応 募 者：藤田博信さん（本城）
選定理由：伊佐は、周囲を山で囲まれた
所であり、その山には以前から育成に力
を注いできた「ひのき」が
悠然と立っており、伊佐を
代表する木として定着して
いる。（藤田さん）

市 の 花：桜
応 募 者：岸ノ上裕子さん（大口）
選定理由：奥十曽のエドヒガン桜、忠元
の千本桜と、全国的に有名
であり、子孫に受け継いで
守ってもらいたい。（岸ノ
上さん）

合
併
功
労
者
総
務
大
臣
表
彰

氏

　名
（
旧
役
職
名
）
　
　
　
　
　
　
　氏

　名
（
旧
役
職
名
）

神
園

　勝
喜
（
菱
刈
町
長
）
　
　
　
　
　隈
元

　新
（
大
口
市
長
）

　
　
　
　
　

  

合
併
功
労
者
伊
佐
市
長
表
彰

※
旧
役
職
名
は
す
べ
て
伊
佐
地
区
合
併
協
議
会
委
員

４

５

６

７
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氏

　名

有
薗

　忠

内
村

　募

鵜
木

　誠

大
塚

　聖
作

大
塚

　信
男
（
故
人
）

甲
斐

　惠
子

上
田
中

　章

川
越

　正
章

河
野

　辰
男

古
城

　惠
人

氏

　名

西

　幸
博

八
反
丸

　亮
子

平
瀬

　信
雄

水
野

　昭
信

蓑
田

　芳
照

向
江

　知
恵
子

森
山

　善
友

山
口

　満
男

山
下

　親
志

横
山

　初
美

氏

　名

御
書

　力

坂
元

　純
一
郎

左
近
充

　孝
子

左
近
充

　諭

猩
々

　英
樹

瀬
戸
口

　裕
樹

多
賀

　光
治

長
野

　則
夫

中
村

　周
二

新
納

　堯
英
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　梅
雨
の
季
節
を
迎
え
大
雨
や
長
雨
が
続
く
と
河
川
堤
防
の
決
壊
や
崖
崩
れ
・
道
路
の
寸
断
・
家
屋
へ
の
浸
水

・
農
地
の
流
失
な
ど
大
き
な
災
害
が
発
生
し
、
尊
い
人
命
や
大
切
な
財
産
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

　「風
水
害
は
夏
に
起
き
る
も
の
」
と
思
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
が
、
季
節
は
ず
れ
の
台
風
や
集
中
豪
雨
に
よ

る
被
害
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
の
気
象
の
常
識
に
変
化
が
起
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　季
節
に
関
係
な
く
、
日
頃
か
ら
気
象
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
よ
う
に
し
、
緊
急
の
場
合
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

〈
が
け
崩
れ
〉

　地
面
に
し
み
込
ん
だ
水
分
が
土
の
抵
抗
力
を
弱
め
、
弱
く
な
っ

た
斜
面
が
突
然
崩
れ
落
ち
る
の
が
が
け
崩
れ
で
す
。
突
発
的
に
起

こ
り
、
瞬
時
に
し
て
崩
れ
落
ち
る
の
で
逃
げ
遅
れ
る
人
も
多
く
、

被
害
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

○
が
け
崩
れ
の
前
兆
○

　・
が
け
か
ら
の
水
が
濁
る

　
　・
小
石
が
落
ち
て
く
る

　・
が
け
に
亀
裂
が
入
る

　
　
　・
が
け
か
ら
音
が
す
る

〈
地
す
べ
り
〉

　傾
斜
地
に
お
い
て
、
地
中
の
粘
土
層
な
ど
の
滑
り
や
す
い
面
が

地
下
水
な
ど
の
影
響
で
、
ゆ
っ
く
り
と
動
き
出
す
現
象
で
す
。
一

風
水
害
に
備
え
る

▼
暴
風
で
風
速
20
ｍ
を
超
え
、
更
に
強

　く
な
る
場
合
や
、
相
当
な
豪
雨
で
、

　短
時
間
に
危
険
が
予
想
さ
れ
る
場
合

　等
を
総
合
的
に
判
断
し
て

▼
暴
風
で
風
速
30
ｍ
を
超
え
、
更
に
強

　く
な
る
場
合
や
、
豪
雨
が
続
き
、
災

　害
の
発
生
が
予
想
さ
れ
、
生
命
の
危

　険
が
強
ま
っ
て
き
た
と
き
等
を
総
合

　的
に
判
断
し
て

○
援
護
の
必
要
な
人
や
避
難
に
時
間
を

　要
す
る
人
は
、
避
難
場
所
へ
の
避
難

　を
行
い
、
そ
の
支
援
者
は
支
援
行
動

　を
始
め
て
く
だ
さ
い
。

○
そ
れ
以
外
の
人
は
、
家
族
等
と
連
絡

　を
取
り
、
非
常
用
持
出
品
の
確
認
を

　し
て
く
だ
さ
い
。

○
安
全
を
確
保
で
き
る
避
難
場
所
へ
の

　避
難
を
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。

避
難
準
備
情
報
か
ら

　
　
　
　
　避
難
指
示
ま
で

「
避
難
準
備
情
報
」
発
令

「
避
難
勧
告
」
発
令

　大
雨
や
台
風
、
地
震
な
ど
に
よ
る
土
石
流
や
が
け
崩
れ
等
の
土

砂
災
害
か
ら
生
命
を
守
る
た
め
、
日
頃
か
ら
次
の
点
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

◇
雨
の
降
り
方
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　雨
量
情
報
な
ど
に
注
意
し
て
自
主
的
な
避
難
を
心
が
け
、
ま
た
、

市
役
所
か
ら
の
避
難
勧
告
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
避

難
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
土
砂
災
害
は
雨
が
降
り
止
ん
だ
後
で

も
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◇
土
砂
災
害
の
前
兆
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う

　土
砂
災
害
は
、
次
の
よ
う
な
前
ぶ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
す
ば

や
い
判
断
と
行
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

水位に応じた危険度レベル

水防団待機水位

｝
｝
｝
｝
｝

はん濫注意水位
避難行動の準備を
行う目安となる水
位です。

避難判断水位
避難行動を行う目
安となる水位です。

はん濫危険水位
堤防の決壊など重
大な災害発生の恐
れがある水位です。

避難を完了しておかなければ
なりません。

自治体及び住民は、新たには
ん濫が及ぶ区域で避難の判断
が必要です。

住民は、避難を判断する段階
です。

住民は、はん濫に関する情報
に注意が必要です。

レベル１

レベル２

レベル３

レベル４

レベル５

はん濫の発生

堤　防

１

２
（
注
意
）

３
（
警
戒
）

４
（
危
険
）

５
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〈
土
石
流
〉

　谷
や
斜
面
に
た
ま
っ
た
土
や
石
、
砂
な
ど
が
、
大
雨
に
よ
る
水

と
一
緒
に
一
気
に
流
れ
出
し
て
起
こ
り
ま
す
。
破
壊
力
が
大
き
く
、

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。

○
土
石
流
の
前
兆
○

　・
山
鳴
り
が
す
る

　・
雨
が
降
り
続
い
て
い
る
の
に
川
の
水
位
が
下
が
る

　・
川
が
濁
っ
た
り
、
流
木
が
交
ざ
り
は
じ
め
る

◎
災
害
時
要
援
護
者
は
危
険
が
迫
る
前
に
避
難
を

　浸
水
の
ス
ピ
ー
ド
は
非
常
に
早
く
「
ま
だ
大
丈
夫
」
と
思
っ
て

い
て
も
、
急
激
に
変
化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　特
に
高
齢
者
や
乳
幼
児
、
傷
病
者
な
ど
「
災
害
時
要
援
護
者
」

は
避
難
情
報
が
出
て
か
ら
で
は
避
難
行
動
が
間
に
合
わ
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　ま
た
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
に
は
避
難
情
報
が
伝
わ
り

に
く
い
と
い
う
問
題
も
あ
り
ま
す
。
異
常
を
感
じ
た
と
き
は
、
隣

近
所
で
声
を
か
け
あ
い
、
災
害
時
要
援
護
者
を
避
難
所
へ
誘
導
し

ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

市
総
務
課
消
防
防
災
係

　
　
　
　
　☎
�
１
３
１
１
○内
　　　　　　　　　　　１
１
１
８

避難勧告等の伝達方法

▼
暴
風
・
豪
雨
・
洪
水
そ
の
他
の
災
害

発
生
事
象
が
避
難
の
勧
告
の
段
階
よ
り

悪
化
し
て
、
災
害
の
発
生
が
切
迫
し
確

実
視
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
き

○
避
難
途
中
の
人
は
、
速
や
か
に
避
難

　を
完
了
す
る
こ
と
。

○
避
難
し
て
い
な
い
人
は
直
ち
に
避
難

　に
移
り
、
生
命
を
守
る
最
低
限
の
行

　動
を
と
る
こ
と
。

「
避
難
指
示
」
発
令

地区名 避難場所 電話番号

大口地区

大口ふれあいセンター � 1613
大口小学校 � 0349
大口生活改善センター � 8413
元町青少年会館 � 1613

大口東地区 大口東青少年センター � 0263
牛尾地区 牛尾青少年センター � 0264

山野地区 山野基幹集落センター � 0407
十曽フレンドハウス � 0959

山野西地区 山野西小学校 � 3451
平出水地区 平出水「いなほ館」 � 6653

羽月地区 羽月地区公民館 � 0355
大口南中学校 � 2125

羽月北地区 羽月北小学校 � 3114
羽月西地区 羽月西青少年センター � 2111

曽木地区 少年自立自興会館 � 1152
西太良地区コミュニティセンター � 1121

針持地区 針持青少年センター � 1140
布計地区 布計地区多目的集会施設
市内全域 大口元気こころ館（福祉避難所） � 2361
川北・前目・川南 菱刈中学校 � 0047

下手・前目・徳辺 菱刈小学校 � 0010
ふるさと生きがいセンター � 3000

市山・花北・田中・重留 田中小学校 � 0029
田中ふるさと館 � 5288

南浦・荒田 本城小学校 � 0054
本城地区集会施設 � 4639

川北 湯之尾小学校 � 0114
川北・川南 湯之尾校区公民館 � 4261
前目 人権文化センター � 4185
永池 南永小学校 � 3980
五色・新川・弓掛・新拓 新川地区集落センター
山田・大山口・山田中原 ひまわり館

伊佐市避難施設一覧表

○関係者の直接口頭・拡声器・鐘による伝達
○サイレンによる伝達

○広報車（消防車）による伝達
○有線放送・電話・特使等による伝達
○携帯電話などのメールによる災害情報の配信
http：//www.okuchi.kagosima.jp/mobile/

（くりかえし）

火 災 の 場 合
６秒吹鳴６秒吹鳴

５秒休止 ５秒休止

避難勧告の場合 ５秒休止 ５秒休止

１分吹鳴 １分吹鳴

度
に
広
範
囲
で
発
生
す
る
た
め
に
、
住
宅
や
道
路
な
ど
に
大
き
な

被
害
を
お
よ
ぼ
し
ま
す
。

○
地
す
べ
り
の
前
兆
○

　・
地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
る

　
　・
井
戸
や
沢
の
水
が
濁
る

　・
が
け
や
斜
面
か
ら
水
が
吹
き
出
す

※大規模災害の場合には、上記記載してある避難所の他に、近くの
　公民館・学校等も避難場所になります。
※福祉避難所とは、避難をした際に手助けが必要な人が避難する場
　所です。
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狂犬病予防注射のお済みでない飼い主の人へ

狂犬病予防注射日程表

　生後 91 日以上の犬で、まだ登録をされていない犬、または平成 21 年４月から今までに狂犬病予防注射を
受けていない犬を飼っている人は、次のとおり予防注射および登録受付を実施いたしますので、最寄りの場所
で受けてください。（犬の登録については生涯１回、予防注射は毎年 1 回必要です。）　　　

※集合注射に来られる人は、飼い犬をしっかり捕まえることが出来る人をお願いします。

　  注射料　3,000 円　　    新規登録料　3,000 円

問い合わせ先　市環境対策課環境保全係　　　　　　　      　　　　　　　　　　　 ☎�１３１１○内　　　　　　　２１１２

月　日 場　　所 時　間 場　　所 時　間
６月８日（月） 小水流・あたご店前   9：10 ～   9：20 大口中学校正門入口 11：30 ～ 11：40

原田公民館   9：30 ～   9：40 中央公民館跡 13：10 ～ 13：35
水ノ手公民館   9：50 ～ 10：00 北薩森林管理署前市役所車庫 13：45 ～ 14：00
伊佐農協目丸出張所跡 10：10 ～ 10：20 木崎・大岩誠一さん宅前 14：10 ～ 14：20
伊佐農協東支所 10：30 ～ 10：40 牛尾消防詰所前 14：30 ～ 14：40
篠原公民館 10：50 ～ 11：00 旧焼酎資料館前 14：50 ～ 15：00
伊佐農協木ノ氏出張所跡 11：10 ～ 11：20 高柳公民館 15：10 ～ 15：20

６月 10 日（水）春村公民館        9：20 ～     9：30 伊佐農協平出水支所 13：10 ～ 13：20
停車場公民館（駅跡公園）        9：40 ～     9：50 平出水上公民館 13：30 ～ 13：35
山野中学校体育館横 10：00 ～ 10：10 羽月山神公民館 13：55 ～ 14：00
山野基幹集落センター 10：15 ～ 10：30 川岩瀬公民館 14：15 ～ 14：20
石井公民館 10：40 ～ 10：50 白木農協倉庫 14：35 ～ 14：45
尾之上公民館 11：00 ～ 11：10 羽月地区公民館 14：55 ～ 15：05
平原・下村橋横 11：20 ～ 11：25

６月 12 日（金）大島南公民館   9：20 ～     9：30 川西公民館 13：10 ～ 13：15
金波田公民館   9：40 ～     9：45 西方公民館 13：25 ～ 13：30
羽月鉄道記念公園前   9：55 ～ 10：05 伊佐農協針持支所 13：40 ～ 13：50
湯ノ谷・本石修さん宅前 10：15 ～ 10：20 堂山公民館 14：00 ～ 14：05
辺母木公民館 10：35 ～ 10：40 西太良地区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 14：15 ～ 14：25
羽月西青少年センター 10：50 ～ 10：55 伊佐農協曽木支所 14：30 ～ 14：40
宮人公民館 11：05 ～ 11：10 冨士福祉館 14：55 ～ 15：00
八代公民館 11：20 ～ 11：25 鳥巣上公民館 15：10 ～ 15：20
下ノ木場精米所前 11：35 ～ 11：40

６月 15 日（月）小川添公民館   9：20 ～     9：25 大峰・ごみ収集所横 11：15 ～ 11：20
永池鉱泉前   9：35 ～    9：40 下荒田公民館 11：25 ～ 11：30
柳野三叉路   9：45 ～     9：50 下手下集会施設 11：35 ～ 11：40
楠原集会施設   9：55 ～ 10：00 花北営農研修センター 11：45 ～ 11：50
岩坪営農研修センター 10：05 ～ 10：10 下市山集会施設 13：10 ～ 13：15
青木元地区教育集会所 10：15 ～ 10：20 東市山集会施設 13：25 ～ 13：30
比良地区集会施設 10：25 ～ 10：30 産野・上田ハツノさん宅前 13：35 ～ 13：40
本城地区集会施設 10：35 ～ 10：40 JA 伊佐前北部集会所跡 13：50 ～ 13：55
瓜之峰公民館 10：45 ～ 10：50 重留南集落センター 14：05 ～ 14：10
荒田地区集会施設 11：00 ～ 11：05

６月 17 日（水）徳辺下集落センター   9：20 ～     9：25 共進地区教育集会所 11：10 ～ 11：15
新川集落センター   9：35 ～     9：40 築地集会施設 11：25 ～ 11：30
徳辺上集落センター   9：45 ～     9：50 町舟津田上集会施設 11：40 ～ 11：45
麓後・梶川鐡夫さん宅前 10：00 ～ 10：05 荒瀬多目的集会施設 11：50 ～ 11：55
本町公民館 10：10 ～ 10：15 川北麓集会施設 13：10 ～ 13：15
下名集会施設 10：20 ～ 10：25 湯之元・旧立山商店横 13：25 ～ 13：30
停車場青少年会館 10：30 ～ 10：35 猶原集会施設 13：35 ～ 13：45
市役所（菱刈庁舎）車庫前 10：40 ～ 10：45 上野友行さん宅前 13：50 ～ 13：55
前目公民館 10：55 ～ 11：00 山田地区集会施設 14：05 ～ 14：10
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　不動産公売のお知らせ

合併処理浄化槽についてのお知らせ

浄化槽の大きさ 5 ～ 10 人槽
検査手数料 １１，０００円

人　槽 基準額 上乗せ額 合計補助金
    5 人槽  ３３２，０００円 　６０，０００円  ３９２，０００円
  7 人槽  ４１４，０００円 　６０，０００円  ４７４，０００円
 10 人槽  ５４８，０００円 　６０，０００円  ６０８，０００円

問い合わせ先　市環境対策課環境保全係　　　　　　　       　　　　　　　☎�１３１１○内　　　　　　　２１１２

合併処理浄化槽補助金について

問い合わせ先　㈶鹿児島県環境検査センター　　　　　　　　　　  　  ☎０９９・２２３・３１８５

補助金の額 

　生活排水による河川等の水質汚濁を防止するため、農業集落排水事業の処理対象区域を除き、個人
の専用住宅で、単独処理浄化槽及び汲み取り式から合併処理浄化槽へ切り替えを行った人へ６万円の
上乗せ補助を実施しています。（新築住宅は除く）
※ただし、伊佐市内に事務所を置く業者が施工したものに限ります。

定期検査
　浄化槽法第 11 条の規定により、全ての浄化槽は、毎年 1 回、県知事が指定した検査機関の行う検
査を受けなければならないことになっています。（10 人槽以下は５年に１回）

使用開始検査
　新たに設置された浄化槽については、浄化槽法第 7 条の規定により、その使用開始３か月を経過し
た後、県知事が指定した検査機関の行う検査を受けなければならないことになっていますので、設置
時において、検査手数料を郵便局又は鹿児島銀行に振込みいただき、領収書を浄化槽設置整備事業実
績報告書に貼り付け、合併処理浄化槽補助金請求と同時に提出することが必要です。

浄化槽法定検査について（一般住宅用）

処理対象人員  
定期検査手数料（５年１回）
合併浄化槽 単独浄化槽

５人槽～ 10 人槽 ６，０００円 ４，０００円

　伊佐市では、税負担の公平を確保するため、厳正に滞納処分を行っており、不動産をはじめとして、
給与・年金・預貯金等の差押えを実施しています。
　今後も滞納市税解消に向けて、平成 21 年２月より委嘱された滞納整理指導員（税理士：国税局ＯＢ）
の指導助言を受けながら、不動産公売、捜索、タイヤロックなどの差押え処分の強化を図っていきます。

第１回不動産公売（公売公告第１号）

　市税の滞納処分により差押不動産を公売しますので、買受け希望がありましたら、担当課まで問い
合わせください。（詳細は伊佐市ホームページにも掲載してあります。）
種 類　土地　伊佐市大口上町 13 番 8　  宅地　264.41 ㎡
　　　       建物    家屋番号 13 番 8　  倉庫　鉄骨造亜鉛メッキ鋼板葺２階建
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   １階 126.00 ㎡　２階 126.00 ㎡
公売日時　６月 25 日（木）　午前 10 時
公売場所　伊佐市役所大口庁舎　２階大会議室
問い合わせ先    市滞納対策課滞納整理係　　　　　　　　　　　☎�１３１１○内　　　　　　　１２０２・１２０３
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行政からのお知らせ

～走れ とべ みどりの風と手をつなごう～

第 63 回県民体育大会伊佐大会
期　  日　９月 19 日（土）・20 日（日）※ゴルフ競技は 18 日（金）
会　  場　伊佐市大口地区体育館施設・菱刈農村公園ほか

こんな活動が対象です

　伊佐市では、自治会や校区などにおいて、市民の皆さまのあたたかい善意で行われる市民活動が盛
んです。このような皆さまの市民活動を側面から支援するため、市では「市民活動総合補償制度」を
設けており、皆さまが安心して活動を行えるように、市民活動中の事故を広く救済し、補償します。

（保険料は市が負担しています）

安心して地域活動を行っていただくために

　市内に活動拠点を置く市民団体主催の公益性の
ある次の諸活動が対象となります。（ただし、宗教・
政治・営利目的の活動は除く）
○地域社会活動
　　 　  　  防犯 ・ 防火 ・ 防災活動、公益的清掃活動、　地区
　　　　 活動、自治会活動等及びこれらの準備活動
○青少年育成活動
　　　　 子供会、非行防止活動等及びこれらの準備活動
　　　　 （学校の管理下の行事は除く）
○社会福祉奉仕活動
　　　　 福祉施設援護活動、在宅老人 ・ 心身障害者など
　　　　　 への介助活動
○社会教育活動
　　　　　 自治会によるスポーツ ・ レクリェーション活　 動、
　　　　　 文化活動等及びこれらの準備活動
○その他の活動
　　　　 市主催事業への参加者

①賠償責任補償
　指導者、責任者などが活動の参加者や第三者を
　死傷させたり、財物に損害を与え、法律上の賠
　償責任を負う場合
②傷害補償
　指導者や参加者が偶然の事故のため死傷した場
　合

　山岳登坂・ダイビング等の危険を伴うスポーツ、
指導者・参加者の故意による事故、自然災害、自
動車事故、建築・改装等の工事による事故、指導
者などの同居の親族に対する事故、脳疾患・疾病
心神喪失による事故、けんか・自殺・犯罪行為、
他覚病状のないむち打ち症や腰痛、酒酔い、無資
格運転による事故など

補償の対象の種類は２種類です

こんな場合はだめです

「市民活動総合補償制度」

市民活動総合補償制度補償内容

問い合わせ先　市企画調整課共生協働推進係　　　　　　　　　☎�１３１１○内　　　　　　　１１２６・１１２７

賠
償
責
任
補
償

区分 補償金額 ( 限度額）

身体賠償 最 高 １ 人　6,000 万 円
　　   １事故　      2 億円

財物賠償 最   高   １事故　   100 万円

（注）１回の事故につき 5,000 円は
　自己負担（免責）になります。

障

害

補

償

  死　　亡
      後遺障害   １ 人　　　   500 万円

入院補償金  １人日額　  3,000 円
　（180 日限度）

通院補償金  １人日額  　2,000 円
　（90 日限度）
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　これまで、年金所得にかかる住民税は、給与からの特別徴収（引き落とし）または普通徴収（納付
書または口座振替）で納付いただいていましたが、今年 10 月から公的年金からの引き落とし（特別
徴収）が始まります。
対象となる人
　平成 20 年中に公的年金の支払いを受けており、平成 21 年４月１日においても公的年金の支払い
を受けている 65 歳以上の人。
　ただし、次の人は対象者とはなりません。
　　・公的年金の受取年額が 18 万円未満の人
　　・伊佐市の介護保険料が年金から引かれていない人
　　・   引き落としとなる住民税額と他の引き落としとなる額（所得税・介護保険料・国民健康保険税・
　　　後期高齢者医療保険料）の合計額が公的年金の受取年額を超える人
対象となる住民税
　公的年金からの引き落としとなる住民税は、公的年金等の年金所得に係る住民税（均等割・所得割）
のみです。年金所得の他に給与所得、事業（農業）所得などがある場合、それらに係る住民税はこれ
まで通り、給与からの特別徴収（引き落とし）または普通徴収（納付書または口座振替）となります。
　また、これまで年金所得も含めて給与から特別徴収されていた人（65 歳未満の人も含む）は、今
年度より年金所得に係る住民税については、給与からの特別徴収はできなくなります。
引き落としによる徴収方法
　（例）住民税の年税額が年金所得のみで１２，０００円の場合

平成 21 年 10 月から住民税の年金からの
引き落とし（特別徴収）が始まります

▲

新たな税負担が生じるものではありません
　住民税の年金からの引き落とし（特別徴収）の制度は、納税方法を変更するものであり、この制度
により新たな税負担が生じるものではありません。

問い合わせ先　市税務課市民税係　　　　　　　　　　　　　　☎�１３１１○内　　　　　　　１１８７・１１８８

【これまでの納め方】

【平成 22 年度以降の納め方】

年税額の 1/4 ずつ納めていただいていました。

４月・６月・８月は、前年度の２月の税額
と同額を引き落としさせていただき、10
月・12 月・２月は、年税額から４月・６月・
８月の税額を差し引いた残りの税額を引き
落としさせていただきます。

徴収方法 普通徴収（納付書または口座振替）
月 ６月 ８月 10 月 １月

納付額
３千円 ３千円 ３千円 ３千円

1/4 1/4 1/4 1/4

【平成 21 年度の納め方】

６月と８月は年税額の 1/4 ずつをこれまでの納付
方法で納めていただき、10 月・12 月・２月は年
税額の 1/6 ずつを引き落としさせていただきます。

徴収方法 普通徴収
（納付書・口座振替）

特別徴収
（年金からの引き落とし）

月 ６月 ８月 10 月 12 月 ２月

納付額
３千円 ３千円 ２千円 ２千円 ２千円

1/4 1/4 1/6 1/6 1/6

徴収方法 特別徴収（年金からの引き落とし）
月 ４月 ６月 ８月 10 月 12 月 ２月

納付額
２千円 ２千円 ２千円 ２千円 ２千円 ２千円
前年度２月と同じ額 22 年度の年税額の

残りを 1/3 ずつ

▲

▲
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アートトラックが集結
  ５月４日、菱刈農村公園グラウンドで龍桜船団チャリ
ティ撮影会が行なわれました。
　これは、アートトラック愛好者が中心となって、「交
通遺児に愛の手を！」を合言葉にチャリティイベントと
して行なわれたもので、ステージショーやバザーオーク
ションなどが行なわれました。また、夜はアートトラッ
ク一斉点灯が行なわれ、訪れた人たちは眩しく輝く約
１００台の煌びやかな“芸術”に魅了されていました。
　このイベントで集った募金約 10 万円が交通被災者た
すけあい協会へ手渡されました。

　５月３日、湯之尾滝上流の菱刈カヌー競技場で、ひしかりドラゴ
ンカップ２００９が開催されました。
　これは 10 人１組となって、ドラゴンボートで２５０ｍのコース
のタイムを競うというもので、２００２年から開催されています。
今年も全国から 67 チームがエントリーし、約１，５００人の観客が
声援を送る中で白熱した戦いが繰り広げられました。
　毎年常連で、１位目指して円陣を組み気合いを入れるベテランチ
ームや、スタッフに急かされながら慣れない手つきで必死にスター
ト地点に向かう初参加チーム、ゴールした瞬間みんなで歓声をあげ
て喜ぶ小学生チームなど、それぞれが“心ひとつに”して、大会を
楽しんでいました。

心ひとつに！
ひしかりドラゴンカップ２００９
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郡山八幡神社の春の例祭
　５月５日五月晴れの中、郡山八幡神社で、春の大祭が
行われました。神事のあと、郡山棒踊り保存会による棒
踊りが奉納されました。
　棒踊りは、４人１組で構成され、５組 20 人の踊り手が、
勇壮な踊りを披露しました。踊り連には、郡山地区の男
児で牛尾小学校に通う児童４人も参加していて、大人と
同様激しい動きで踊る姿は頼もしい限りでした。その姿
に百数十名の見物人から盛んな拍手が送られました。
　保存会では、この後、地区内の新築の家や、初節句の
家を数軒、踊り回りました。

新人自衛隊員表敬訪問

（写真後列左から）
仮屋崎　宏典（牛尾）川添　大地（湯之尾）古城　亮二（山野）森　啓悟（菱刈）原口　拓也（菱刈）

（前列左から）川畑　璃恵（菱刈）羽田野　真理（山野）
（枠内左から）盛満　ゆかり（大口）宮ノ原　光（羽月）西村　守矢（大口東）髙岸　亜璃沙（大口）
                        坂元　健人（羽月）

　この春、伊佐市から自衛隊に入隊した新入隊員の方々
が、４月 30 日に市長を表敬訪問されました。新しい制
服に身を包んだ皆さんは、自衛隊員としての新たな生活
やこれからの抱負などを話してくださいました。
　また、「福祉に役立ててください」と寄付をいただき
ました。ありがとうございました。
　本年度の新入隊員は次のとおりです。（敬称略）

人権の花湯之尾小

　５月 11 日、「人権の花」運動開会式が湯之
尾小学校で行われました。
　この運動は、児童が人権の花“ひまわり”
を協力して栽培することにより、優しい心や
思いやりの心が育ち、相手の立場・相手の身
になって考え、行動できるようにと実施して
います。人権擁護委員の若松吉美副会長から

「人権とはみんなが幸せに生きる権利です」
と話がありました。
　最後に全校児童で「人権の花　心にさかせ
て　あふれる笑顔」と標語を読み上げました。

  ５月 12 日は戦場の天使と呼ばれたイギリ
スの看護師、ナイチンゲールの誕生日である
ことから、「看護の日」とされています。
　これにちなんで、北薩病院では５月 12 日
から 13 日にかけて、血圧測定・医療相談な
どの窓口を設けました。病院を訪れた人たち
は、気軽に立ち寄って健康相談ができるとあ
って、次々と窓口を利用していました。
　伊佐市の医療の中核を担う大事な病院の１
つとして、これからも市民の健康を守り続け
てほしいと思います。

ナイチンゲールの日
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ISA City Topics
平成 21 年度川内川水防演習

　５月 10 日、薩摩川内市の河川敷で川内川水防演習が
行われました。これは、国土交通省と鹿児島県の共同開
催で、災害時の水防技術の練磨、水防活動の有機的連携
の保持及び水防意識の高揚を図るため行われたものです。
　川内川流域の関係団体である各市町の消防団員、自衛
隊、高校生、住民など約１，９００人が参加しました。
伊佐市からは消防団と伊佐農林高等学校の生徒らが参加
しました。
　演習は、鹿児島県北部に基準以上の豪雨が発生したと
の想定に基づき、河川災害への対応や避難訓練、救助訓

元気なこいのぼり
　４月 29 日から５月 28 日まで，針持青少年センター
で「端午の節句飾り」の展示がありました。
　これは、針持地区の“悠遊サロン”のみなさんが手作
りした人形を多くの人に見てもらいたいと展示したもの
で、ハマグリの兜をかぶった人形や桜島を背景に泳ぐこ
いのぼりなど、可愛い人形がステージいっぱい飾ってあ
りました。
　また、自宅で眠っていた「鎧」や「兜」も一緒に飾ら
れ、訪れるお客さんを出迎えていました。

すずらんの里へウォーキング 田代ミニ公園まつり

　４月 26 日、羽月小学校区の白木自治会村
づくり委員会によるウォーキングがありまし
た。
　昨年に続き、富ヶ丘地区にある“すずらん
の里”までの往復８km の道のりに、子ども
からお年寄り 57 人が参加しました。
　みなさん清々しい汗をかき「また来年も来
ます」と話されていました。

　４月 29 日、羽月西校区の田代地区で“田
代ミニ公園中野”お披露目のまつりが開催さ
れました。
　これは、中野東洋美さんが庭に隣接するク
ヌギ林にシャクナゲを植えて散策路を作った
公園をみなさんに見ていただきたいと羽月
西校区コミュニティ協議会の協力で行われ、
５００人程の来園がありました。

練が行われました。伊佐農林高校の生徒らも自衛隊員の隣で、土のう積みの訓練をしました。
　また、県の防災ヘリによる水難救助訓練も実施され、多くの観覧者の注目を集めていました。
　会場には、豪雨体験や地震体験ができる防災展もあり、大勢の家族連れが訪れ関心の高さを伺わせて
いました。
　さらに当日は、曽木コミュニティ協議会を中心に地域自主防災組織も約５５０人が小学校体育館で避
難訓練を行い、訓練の様子は、国土交通省衛星通信システムにより薩摩川内市の会場へ中継されました。
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男
女
共
同
参
画
社
会

消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ス

問
い
合
わ
せ
先
　
消
費
生
活
相
談
窓
口
（
市
地
域
振
興
課
内
）　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
２
５
４

問
い
合
わ
せ
先
　
市
企
画
調
整
課
共
生
協
働
推
進
係
　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
１
２
８

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
ト
ラ
ブ
ル
に
気
を
つ
け
て
！

黄
色
い
リ
ボ
ン
⑥

「
自
分
の
人
生
見
つ
め
て
・
・
・
」	

　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
関
す
る
相
談
で
は
、

例
年
「
紛
失
」「
シ
ミ
」「
変
色
」「
伸
縮
」

が
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル

が
発
生
し
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
お
店
に

連
絡
し
ま
し
ょ
う
。
Ｓ
マ
ー
ク
や
LD
マ

ー
ク
を
掲
示
し
て
い
る
店
で
は
、
預
か

っ
た
品
物
に
損

傷
を
与
え
た
場

合
、
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
事
故
賠
償

基
準
を
も
と
に
対
処
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

《
こ
ん
な
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
》

　
礼
服
を
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
出
し
、
今

回
着
用
の
際
、
自
分
の
も
の
で
は
な
い

と
気
付
い
た
。
店
に
苦
情
を
言
っ
た
が

自
分
の
礼
服
の
行
方
が
わ
か
ら
な
い
と

言
わ
れ
、
補
償
額
を
提
示
さ
れ
た
が
納

得
い
か
な
い
。

※
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
衣
類
を
出
す
と
き

　
は
十
分
気
を
つ
け
る
よ
う
に
し
ま
し

　
ょ
う
。

衣
類
を
購
入
す
る
と
き
は

　
最
近
は
新
素
材
や
異
素
材
を
組
み
合

わ
せ
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
重
視
の
製
品

も
あ
り
ま
す
の
で
、
購
入
後
の
手
入
れ

に
つ
い
て
確
認
し
て
か
ら
購
入
し
ま
し

ょ
う
。

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
出
す
前
に

　
ほ
つ
れ
や
し
み
、
付
属
品
、
ポ
ケ
ッ

ト
の
中
身
な
ど
も
確
認
し
て
か
ら
出
し

ま
し
ょ
う
。
パ
ー
マ
液
な
ど
が
付
い
て

い
る
と
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
で
し
み
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

引
き
取
り
の
際
は

　
ト
ラ
ブ
ル
で
最
も
多
い
の
が「
紛
失
」

で
す
。
で
き
る
だ
け
早
め
に
引
き
取
り

に
行
き
、
お
店
で
自
分
の
も

の
か
を
確
認
し
、
点
数

や
付
属
品
の
有
無
、

状
態
な
ど
も
早
く

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

収
納
の
際
は

　
ビ
ニ
ー
ル
カ
バ
ー
を
か
け
た
ま
ま
だ

と
中
の
衣
類
が
黄
変
し
た
り
、
ま
た
、

溶
剤
が
残
っ
て
い
る
と
石
油
臭
が
し
た

り
化
学
や
け
ど
の
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

風
通
し
の
よ
い
と
こ
ろ
に
吊
る
し
、
ニ

オ
イ
を
飛
ば
し
ま
し
ょ
う
。

　
高
齢
化
は
年
々
す
す
み
、
平
成
21
年
4

月
1
日
現
在
の
高
齢
化
率
は
３
４
・
８
６

％
（
住
民
基
本
台
帳
）
を
占
め
急
速
に

進
行
し
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

高
齢
化
社
会
が
進
む
中
で
、
夫
婦
が
自

立
し
安
定
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
な

環
境
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
お
互
い
が
経
済
的
・
精
神
的
自
立
を

目
指
す
た
め
、
女
性
も
男
性
も
財
産
管

理
や
消
費
生
活
に
関
す
る
こ
と
に
目
を

む
け
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
女
性
は
、
貯
金
通
帳
や
車
・
家
・
土

地
等
、
自
分
名
義
で
あ
る
も
の
が
い
く

つ
あ
る
の
か
、
確
認
し
て
み
る
こ
と
も

必
要
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
男
性
は
夫
婦
で
家
事
労
働
を

協
力
分
担
す
る
こ
と
が
、
生
活
的
自
立

の
新
し
い
発
見
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
お
互
い
が
認
め
合
い
支
え
あ
う
自
立

し
た
個
人
で
あ
れ
ば
、
充
実
し
た
高
齢

期
を
楽
し
め
る
と
思
い
ま
せ
ん
か
？

　
黄
色
い
リ
ボ
ン
は
、
あ
な
た
の
取
り

組
み
を
応
援
し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
週
間

　
毎
年
６
月
23
日
か
ら
29
日
ま
で
の
一

週
間
「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　
職
場
や
学
校
、
地
域
で
、
家
庭
で
、

女
性
と
男
性
が
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能

力
を
発
揮
で
き
る
「
男
女
共
同
参
画
社

会
」
を
実
現
す
る
に
は
、
み
な
さ
ん
一

人
ひ
と
り
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

女
性
サ
ロ
ン
室
っ
て
？

　
悩
み
を
抱
え
る
人
が
相
談
と
い
う
と

こ
ろ
に
た
ど
り
着
く
ま
で
に
は
、
身
体

的
・
精
神
的
等
心
身
共
に
疲
れ
・
悩
み
、

勇
気
を
振
り
絞
っ
て
相
談
に
至
り
ま
す
。

そ
の
相
談
者
が
、
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る

交
流
ス
ペ
ー
ス
、
市
民
の
身
近
な
相
談

窓
口
が
「
女
性
サ
ロ
ン
室
」
で
す
。

　
あ
な
た
の
胸
の
中
に
閉
じ
込
め
た
も

の
、
一
緒
に
な
っ
て
受
け
止
め
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
下
さ
い
。

開
催
日
　
６
月
３
日(

水)

・
17
日(

水)

　
　
　
　

7
月
１
日(

水)

・
15
日(

水)

時

間
　
13
時
30
分
～
16
時

場

所
　
大
口
仲
町
旧
安
楽
ヨ
シ
子
宅

女
性
サ
ロ
ン
室
連
絡
先
　

☎
０
９
０
・
３
０
１
６
・
３
６
６
０
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私たちの学校生活

Our School Life!

学校長から一言

大口南中学校
西　正和　校長

大口南中学校

40
周
年
を
迎
え
て

▲体育祭で南中ソーランを踊る生徒たち

　昭
和
45
年
４
月
、
羽
月
中
と
西
太
良
中
が
統

合
し
て
で
き
た
中
学
校
で
、
校
区
内
に
は
「
焼

山
古
墳
」「
大
住
古
墳
」
が
あ
り
、
地
理
的
に

も
文
化
財
や
史
跡
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　生
徒
は
純
朴
で
あ
り
、
部
活
動
が
盛
ん
で
対

外
的
に
も
好
成
績
を
納
め
て
お
り
、
学
業
と
の

両
立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
平
成
15
年
度
か
ら
、
大
口
南
中
学
校

区
小
・
中
学
校
連
絡
会
を
組
織
し
、
校
区
内
の

各
小
学
校
と
密
接
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
学
習

指
導
、
生
徒
指
導
の
充
実
を
図
り
、
知
徳
体
の

調
和
の
と
れ
た
生
徒
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　本
年
度
40
周
年
の
節
目
を
迎
え
、「
飛
翔
南

中
40
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
て
、
生
徒
会
を
中

心
に
さ
ら
に
飛
躍
を
目
指
し
学
校
全
体
で
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　学
校
に
来
て
い
た
だ
い
た
ら
、「
ど
根
性
梅
」

の
出
迎
え
を
受
け
た
後
、
全
校
生
徒
が
懸
命
に
、

学
業
に
運
動
に
部
活
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　昭和 45 年に羽月中と西太良中が統合して 40 周年
を迎えました。生徒は校訓である「創造　錬磨　敬
愛」のもと、勉学にスポーツに真剣に取り組んでいま
す。また、玄関前にある「ど根性梅」は年々実をつけ、
生徒にも勇気と元気を与えています。今後も、生徒一
人ひとりが主役である学校を目指し、地域から愛され
る学校を創造していくために、地域との連携を密にし
ながら、職員一丸となってがんばっていきます。
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問
い
合
わ
せ
先
　
市
健
康
増
進
課
健
康
推
進
係
　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
２
１
７

健
康
の
コ
ー
ナ
ー

「６月４日から 10 日までは
　　　　歯の衛生週間です」

“
８
０
２
０
（
ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル
）
運
動
”

つ
て
ご
存
知
で
す
か
！

　「
80
歳
に
な
っ
て
も
自
分
の
歯
を
20
本
保

と
う
」
と
い
う
８
０
２
０
運
動
が
始
ま
っ
て

約
20
年
で
す
。
こ
れ
は
、
歯
が
20
本
残
っ
て

い
れ
ば
、
ま
ず
食
べ
る
の
に
不
自
由
な
く
、

ど
ん
な
も
の
で
も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
と

い
う
も
の
で
す
。

　
し
か
し
、
８
０
２
０
を

達
成
す
る
に
は
、
50
歳
を

過
ぎ
て
自
分
の
歯
で
硬
い

も
の
が
食
べ
に
く
く
な
っ
て
か
ら
で
は
手
遅

れ
で
す
。
丈
夫
な
歯
を
老
後
ま
で
保
ち
続
け

る
た
め
に
は
、
日
頃
の
手
入
れ
を
す
る
の
は

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
前
の
段
階
の
乳
歯
が
健
康

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
乳

歯
（
こ
ど
も
の
歯
）
が
ひ
ど
い
む
し
歯
に
な

り
、
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
く
と
、
そ
の
歯

の
根
の
奥
が
化
膿
し
、
そ
こ
に
で
き
つ
つ
あ

る
永
久
歯
（
大
人
の
歯
）
に
悪
い
影
響
を
与

え
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

　
ま
た
、
妊
娠
中
も
胎
児
の
乳
歯
は
作
ら
れ

て
い
る
の
で
、
ま
ず
母
体
が
健
康
で
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
を
考
え
る
と
、
８
０
２
０
を
達
成
す
る

に
は
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
の
継
続
し
た
努
力

（
良
い
生
活
習
慣
）
が
大
切
で
す
。

お
口
の
健
康
を
守
る
た
め
に
は
日
頃
か
ら
の

予
防
が
大
切
で
す
。

　
最
近
は
、
健
康
な
歯
が
全
身
の
健
康
に
つ

な
が
る
と
い
う
意
識
が
浸
透
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。

　
そ
こ
で
、
歯
科
医
療
の
方
向
性
も
症
状
が

出
て
か
ら
の
治
療
で
は
な
く
、
発
症
さ
せ
な

い
予
防
を
主
に
し
よ
う
と
い
う
流
れ
に
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
本
格
的
な
高
齢
社
会
を
迎
え
、
健
康
で
快

適
な
人
生
を
送
る
た
め
に
、
歯
の
健
康
管
理

は
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

歯
の
健
康
を
守
る
た
め

に
は
、
か
か
り
つ
け
歯

科
医
を
決
め
て
定
期
検

診
を
受
け
た
り
、
ま
た

各
自
の
日
常
生
活
で
の

セ
ル
フ
ケ
ア
で
「
自
分

の
歯
は
自
分
で
守
る
」

と
い
う
予
防
意
識
が
大
切
で
す
。
そ
れ
を
生

活
の
中
で
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
全
身
の
健

康
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　
さ
っ
そ
く
、
今
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

歯の健康と全身の健康

８ ０ ２ ０ 達 成

歯みがき
口腔ケア

歯をよくする生活行動
たばこを吸わない・良く噛んで食べる

甘いものをひかえる など

歯の健康 良好な栄養摂取

肺炎予防 認知症
予防

動脈硬化
　予防

全身の
  健康



問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎ 22 ０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎ 26 ３０００
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図書館へようこそ

Welcome to Library

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　  ☎�０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　  ☎�３０００

【６月の休館日】
6 月  1 日（月） ・  ８日（月）・15 日（月）
　   22 日（月） ・ 29 日（月）

【イベント情報】
ふれあいメルヘンひろば
日時　６月 27 日（土）　10:30 ～ 11:00
場所　大口図書館

【　児　童　】
野の花えほん 前田まゆみ
ルーマニアどこからきてどこへいくの 山本敏晴
ユニバーサルデザインがわかる事典 柏原士郎
ほらあめだ！ ジェームズ  グラハム  ヘイル
テレビのむこうの謎の国 エミリー・ロッダ
おとうじゃ、ないって 村上康成
おとうさん ベン・シェクター

【　一　般　】
再生 石田衣良
恋細工 西條奈加
運命の人　全１・２ 山崎豊子
遠い椿 澤田ふじ子
ガール・ミーツ・ガール 誉田哲也
桜の園 篠田真由美
実験ほど素敵なショウはない 山村紳一郎
望遠鏡でさがす宇宙人 鳴沢真也
少年少女飛行倶楽部 加納朋子

【今月の新刊本】【ご利用案内】
本や資料を借りる時
　伊佐市、霧島市、湧水町、さつま町に
住所を有する人か伊佐市内に所在する職
場・学校に通勤・通学をされている人で
あれば借りられます。
開館時間
午前９時～午後６時（火曜日～土曜日）
午前９時～午後５時（日曜、祝日）
休館日
毎週月曜日（ただし、祝日の場合翌日）
年末年始（12 月 28 日～１月４日）

【図書館へ献本】
永山保雄さん（尾之上）
川口源一さん（とどろ）

【おすすめの一冊】
米アカデミー外国語映画賞　「おくりびと」
　遺体をひつぎに納める仕事に就いた男を通して
生と死の尊厳を描いたドラマ。
　人々の死と向き合ううち、男は生きることや愛
することの素晴らしさに気付いていく。
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児
童
手
当
制
度
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

　
児
童
手
当
制
度
は
、
児
童
を
養
育
し
て
い

る
人
に
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
家
庭

に
お
け
る
生
活
の
安
定
に
寄
与
す
る
と
と
も

に
、
次
代
の
社
会
を
担
う
児
童
の
健
全
な
育

成
及
び
資
質
の
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
ま
す
。

児
童
手
当
を
受
給
で
き
る
人

　
12
歳
到
達
後
、
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の

間
に
あ
る
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
。

※
た
だ
し
、
前
年
の
所
得
が
所
得
制
限
限
度

　
額
以
上
の
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

児
童
手
当
の
月
額
（
支
給
額
）

３
歳
未
満
　
一
律
１
万
円

３
歳
以
上
　
第
１
子
及
び
第
２
子
　
５
千
円

　
　
　
　
　
第
３
子
以
降
　
　
　
　
１
万
円

支
給
月
日

　
毎
年
２
月
・
６
月
・
10
月
の
15
日
に
そ
れ

ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で
支
払
わ
れ
ま
す
。

６
月
は
現
況
届
の
提
出
月

　
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
、
毎
年
６

月
に
「
現
況
届
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ
の
届
は
、
毎
年
６
月
１
日
に
お

い
て
児
童
手
当
を
引
き
続
き
受
け
る
要
件
が

あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
届
の
提
出
が
な
い
と
、
６
月
以
降
の

手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご

平
成
21
年
経
済
セ
ン
サ
ス
・
基
礎
調

査調
査
は
全
国
す
べ
て
の
事
業
所
及
び
企
業
が

対
象
で
す
。

　
７
月
１
日
、『
平
成
21
年
経
済
セ
ン
サ
ス
・

基
礎
調
査
』
が
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
対
象
者
に
は
、「
現

況
届
の
案
内
通
知
」
を
送
付
し
ま
す
。

現
況
届
に
必
要
な
添
付
書
類

○
受
給
者
の
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
写
し

　
な
お
、
所
得
制
限
な
ど
に
よ
り
受
給
し
て

い
な
い
人
で
も
、
扶
養
親
族
等
が
増
え
た
り
、

所
得
が
減
少
し
た
り
し
た
人
は
、
認
定
請
求

を
す
る
と
児
童
手
当
を
受
給
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
福
祉
事
務
所
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
係
　

☎
�
１
３
１
１
○内　　　１
２
６
３
・
１
２
６
４

無
料
法
律
相
談

　
市
で
は
関
東
薩
摩
お
お
く
ち
会
と
の
共
催

で
、
７
月
下
旬
に
無
料
法
律
相
談
を
開
催
し

ま
す
。
遺
産
相
続
や
家
庭
内
暴
力
、
ま
た
隣

人
と
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
法
律
に
つ
い
て
の

相
談
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
何
で
も
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
相
談
は
予
約
制
（
先
着
順
）
と
な

り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
人
は
事
前
に
申

し
込
み
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
相
談
時
間
は
一
人
あ
た
り
30
分
程
度
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

弁
護
士
　

　
元
大
東
文
化
大
学
法
科
大
学
院
長 

　
小
野
幸
二
先
生
（
羽
月
出
身
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

市
総
務
課
行
政
係

第
９
回
い
き
い
き
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会

日
　
　
時
　
７
月
５
日
（
日
）
８
時
30
分
～

場
　
　
所
　
伊
佐
市
総
合
体
育
館

　
　
　
　
　
伊
佐
市
体
育
セ
ン
タ
ー

参
加
資
格
　

　
伊
佐
市
に
居
住
又
は
勤
務
し
て
い
る
人

チ
ー
ム
構
成

　
１
チ
ー
ム
４
人
（
男
女
各
２
人
）

▽
Ａ
ク
ラ
ス

　
全
員
が
40
歳
以
上
で
構
成
さ
れ
る
チ
ー
ム

▽
Ｂ
ク
ラ
ス

　
Ａ
ク
ラ
ス
に
該
当
し
な
い
チ
ー
ム

参
加
料

　
１
チ
ー
ム
５
０
０
円
（
当
日
受
付
）

申
込
方
法

　
６
月
29
日
（
月
）
ま
で
に
チ
ー
ム
名
・
代

表
者
名
・
連
絡
先
を
電
話
で
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会
市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
市
民
ス
ポ

ー
ツ
係
（
横
山
）　
　
　
　  

☎
�
１
５
５
４

　
こ
の
調
査
は
、
商
店
や
工
場
、
営
業
所
、

事
務
所
、
学
校
、
旅
館
、
学
習
塾
、
病
院
、

寺
院
な
ど
、
す
べ
て
の
事
業
所
が
対
象
と
な

る
大
規
模
な
統
計
調
査
で
す
。

　
調
査
の
結
果
は
、
国
・
都
道
府
県
・
市
区

町
村
が
地
域
開
発
や
都
市
計
画
な
ど
私
た
ち

の
生
活
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
必
要
な
基

礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
６
月
中
旬
頃
か
ら
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
　
　

問
い
合
わ
せ
先
　
市
企
画
調
整
課
政
策
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　　１
１
２
３

介
護
予
防
巡
回
相
談
〝
か
た
い
庵
〟

　
自
宅
で
自
立
し
た
生
活
が
安
心
し
て
続
け

ら
れ
る
よ
う
、
専
門
職
が
気
軽
に
応
じ
ま
す
。

対
象
者
　
65
歳
以
上
の
人
ま
た
は
関
係
者

利
用
料
　
無
料

持
っ
て
く
る
物
　
健
康
手
帳

６
月
の
巡
回
相
談
日

▽
ま
ご
し
館
　
　
　
　
　
　
☎
�
５
０
０
１

　
４
日
（
木
）　
９
時
30
分
～
11
時

▽
湯
之
尾
校
区
公
民
館
　
　
☎
�
４
２
６
１

　
４
日
（
木
）　
13
時
30
分
～
15
時

▽
田
中
ふ
る
さ
と
館
　
　
　
☎
�
５
２
８
８

　
11
日
（
木
）　
９
時
30
分
～
11
時

▽
本
城
地
区
集
会
施
設
　
　
☎
�
４
６
３
９

　
11
日
（
木
）　
13
時
30
分
～
15
時

問
い
合
わ
せ
先
　

菱
刈
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　

☎
�
１
３
１
１
○内　　　２
１
７
３

　  

☎
�
１
３
１
１
○内　　　１
１
１
４
・
１
１
１
５
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伊佐市からのお知らせ

定
額
給
付
金
の
手
続
き
は
終
わ
り
ま

し
た
か
？

　
定
額
給
付
金
の
申
請
期
限
は
９
月
30
日
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
過
ぎ
る
と
受
給
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ま
だ
申
請
さ

れ
て
い
な
い
世
帯
は
早
め
の
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
市
企
画
調
整
課
政
策
係

☎
�
１
３
２
２
（
直
通
）

第
51
回
「
水
道
週
間
」

期
　
　
間
　
６
月
１
日
（
月
）
～
７
日
（
日
）

「
お
い
し
い
ね
　
こ
の
水
未
来
に
　
い
つ
ま

で
も
」

　
水
道
は
、
市
民
生
活
や
様
々
な
社
会
活
動

に
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、
わ
た
し
た

ち
の
生
活
の
も
と
と
な
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
安
全
・
安
心
な
水
を
安
定
的
に

供
給
で
き
る
よ
う
に
、
よ
り
質
の
高
い
信
頼

さ
れ
る
水
道
の
整
備
を
目
指
し
て
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

水
道
施
設
の
新
設
・
修
繕
の
問
い
合
わ
せ
先

親
子
ふ
れ
あ
い
映
画
鑑
賞
会

日
　
　
時
　
６
月
13
日
（
土
）

　
　
　
　
　
14
時
～
15
時
30
分

場
　
　
所
　
大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
　

　
　
　
　
　
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料
　
無
料

上
映
作
品
　
①
こ
ぎ
つ
ね
の
お
く
り
も
の

　
　
　
　
　
②
ジ
ャ
ン
グ
ル
大
帝

　
　
　
　
　
③
身
障
犬
ギ
ブ
の
お
く
り
も
の

問
い
合
わ
せ
先
　

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
（
大

口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）　 

☎
�
１
６
１
３

火
入
れ
を
実
施
さ
れ
る
皆
様
へ

　
火
入
れ
を
実
施
す
る
と
き
は
申
請
が
必
要

で
す
。
火
入
れ
実
施
７
日
前
ま
で
に
市
林
務

課
（
菱
刈
庁
舎
）
か
市
農
政
課
農
林
係
（
大

口
庁
舎
）
に
申
請
し
て
下
さ
い
。

　
火
入
れ
責
任
者
は
火
入
れ
現
場
周
辺
に
燃

え
カ
ス
、
煙
等
が
飛
散
す
る
の
で
、
近
隣
の

自
治
会
長
へ
事
前
に
連
絡
し
、
住
民
へ
周
知

し
て
く
だ
さ
い
。

　
火
入
れ
す
る
当
日
の
朝
は
、
消
防
署
（
☎

�
０
１
１
９
）
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
　

問
い
合
わ
せ
先
　
市
林
務
課
林
政
係
　

☎
�
１
３
１
１
○内　　　２
１
３
３

募
　
集

市
営
プ
ー
ル
受
付
事
務
員
募
集

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
説
明
会
！

　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
で
、
健
康
で
働
く
意

欲
の
あ
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

日
　
　
時
　
６
月
18
日
（
木
）　
13
時
30
分
～

場
　
　
所
　
伊
佐
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

　
　
　
　
　
ー
大
口
事
務
所

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

㈳
伊
佐
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
�
１
１
６
６

募
集
人
員
　
２
人

資
　
　
格
　

　
18
歳
以
上
で
、
受
付
事
務
の
で
き
る
人

※
高
校
生
は
除
く
。
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

雇
用
期
間
　
７
月
17
日
（
金
）
～

　
　
　
　
　
８
月
31
日
（
月
）

勤
務
時
間
　
９
時
30
分
～
18
時
30
分
　
　
　

　
　
　
　
　（
原
則
と
し
て
１
日
交
代
）

賃
　
　
金
　
１
日
　
５
、５
０
０
円

募
集
締
切
　

　
６
月
29
日
（
月
）
17
時
ま
で
に
自
筆
の
履

歴
書
（
市
販
の
も
の
で
上
半
身
写
真
貼
付
）

１
通
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会
市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
県
体
推
進

係
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
�
１
５
５
４

平
成
21
年
度
危
険
物
取
扱
者
保
安
講

習
案
内

　
消
防
法
第
13
条
の
23
の
規
定
に
基
づ
く
平

成
21
年
度
危
険
物
取
扱
作
業
の
保
安
に
関
す

る
講
習
を
、
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

受
講
対
象
者

　
危
険
物
取
扱
者
免
状
を
所
持
し
、
現
に
危

険
物
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
お
り
、
次
に
該

当
す
る
人
は
、
保
安
講
習
の
受
講
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
免
状
の
交
付
を
受
け
た
日
か
ら
3
年
以
内

②
前
回
の
保
安
講
習
受
講
日
か
ら
3
年
以
内

③
危
険
物
の
取
扱
作
業
か
ら
離
れ
、
①
・
②

の
期
間
（
3
年
間
）
を
超
え
て
い
る
と
き

　
は
、
再
び
危
険
物
取
扱
作
業
に
従
事
し
た

　
日
か
ら
1
年
以
内

受
講
科
目

○
危
険
物
関
係
法
令
に
関
す
る
事
項

○
危
険
物
火
災
予
防
に
関
す
る
事
項

受
講
日
時
　

7
月
28
日
（
火
）

　
　
　
　
　

9
時
30
分
～
12
時
30
分

　
　
　
　
　
受
付
９
時
～
９
時
30
分

講
習
会
場
　
大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

申
込
方
法

　
危
険
物
保
安
講
習
受
講
申
請
書
（
伊
佐
市

湧
水
消
防
組
合
消
防
本
部
に
あ
り
ま
す
）
の

手
数
料
欄
に
4
、
７
０
０
円
分
の
鹿
児
島
県

収
入
証
紙
を
貼
り
付
け
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

申
込
期
限
　
６
月
２
日
（
火
）
～
19
日
（
金
）

そ
の
他
の
注
意
事
項

   

大
口
会
場
の
講
習
日
に
都
合
の
悪
い
人
は

他
の
会
場
で
の
受
講
も
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
５

－

２
５
０
５

伊
佐
市
大
口
目
丸
１
３
２

－

１

伊
佐
湧
水
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課
危
険

物
係
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
�
０
１
１
９

大
口
地
区
水
道
修
繕
セ
ン
タ
ー☎

�
５
３
３
３

菱
刈
地
区
水
道
修
繕
セ
ン
タ
ー☎

�
２
８
７
０
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誕

　生

 

お
く
や
み

（
４
月
１
日
～
４
月
30
日
受
付
分
）

松
井

　杏
奈
（
卓
郎
・
朝
日
町
）

安
藤

　汐
音
（
和
之
・
駅
前
）

農
原

　寛
菜
（
栄
治
・
小
水
流
）

井
手
原

　功
臥
（
聡
・
鳥
巣
下
）

西
屋
敷

　萌
那
（
一
樹
・
高
校
西
）

藏
内

　萌
々
子
（
誠
・
瓜
之
峰
第
2
住
宅
）

瀬
戸
西

　沙
彩
（
天
一
・
下
市
山
）

中
塚

　柊
也
（
篤
史
・
永
尾
）

山
口

　暖
平
（
智
寛
・
八
坂
団
地
）

兒
島

　武
琉
（
直
樹
・
郡
山
）

永
吉

　遥
洸
（
真
一
郎
・
下
市
山
）

竹
下

　介
都
（
正
人
・
下
市
山
）

永
里

　琉
空
（
和
也
・
上
青
木
東
）

湯
元

　穂
ノ
香
（
稔
・
郡
山
）

吉
元

　里
織
（
亮
一
・
東
戸
切
）

帖
佐

　明
音
（
真
一
郎
・
金
波
田
下
）

宮
原

　陸
空
（
幸
徳
・
岩
坪
）

岩
下

　棟
満
（
博
満
・
元
町
実
業
）

永
田

　未
来
（
浩
・
上
目
丸
）

山
下

　凌
功
（
千
秋
・
元
町
実
業
）

 

寄

　付

南

　フ
ミ
子
さ
ん
（
水
ノ
手
）

中
馬

　雅
彦
さ
ん
（
前
目
宇
都
）

（
4
月
１
日
～
4
月
30
日
受
付
分
）

大
口
地
区

生
駒

　ト
ミ
ヱ

　
　99

　（こ
と
ぶ
き
園
）

宮
崎

　茂
夫

　
　
　81

　（朝
日
町
）

冨
田

　勝
則

　
　
　79

　（上
青
木
中
）

迫
間

　キ
ク
ヱ

　
　102

　（中
目
丸
）

古
里

　ツ
ル
エ

　
　90

　（大
田
）

坂
元

　チ
リ

　
　
　89

　（こ
と
ぶ
き
園
）

満
元

　良
弘

　

    

　28

　（木
崎
）

西
元

　千
鶴
子

　
　80

　（西
本
町
）

井
上

　寛
治    

　

 

　48

　（上
元
町
）

勝
目

　俊
子

　
　
　91

　（上
新
町
）

福
崎

　セ
ン

　
　
　99

　（西
原
）

村
田

　武
經

　
　
　93

　（郡
山
）

大
野     

ア
サ
ノ

　

    

80

　（川
島
）

遠
原

　フ
ミ

　
　
　87

　（郡
山
）

山
野
地
区

西
山

　タ
ミ

　
　
　87

　（境
町
）

永
田

　サ
ダ
メ

　
　91

　（小
木
原
東
）

池
松

　弘
樹

　
　
　36

　（上
之
馬
場
）

下
塩    

ミ
ツ
子

　

    

82

　（石
井
）

橋
口

　證
子

　
　
　57

　（上
松
）

竹
村

　大
陽

　
　
　86

　（敬
寿
園
）

丸
田

　信
一

　
　
　82

　（小
川
内
）

元
山

　幸
一

　
　
　74

　（上
之
馬
場
）

羽
月
地
区

今
村

　マ
ツ
ヱ

　
　88

　（白
木
）

髙
見

　チ
ズ
コ

　
　81

　（八
代
）

中
園

　均

　
　
　
　88

　（白
木
）

橋
口

　昭
子

　
　
　74

　（山
神
）

近
藤

　勉
男

　
　
　81

　（大
住
）

安
永

　正
光

　
　
　82

　（鳥
巣
下
）

伊
藤

　シ
ヅ
エ

　
　100

　（萩
谷
）

田
中

　ナ
ツ

　
　
　89

　（園
田
）

西
太
良
地
区

上
園

　三
郎

　
　
　87

　（釘
野
々
）

米
丸

　ハ
ツ
ヱ

　
　100

　（川
西
）

畑
井
田

　民
夫

　
　66

　（堂
山
）

児
玉

　末
光

　
　
　70

　（堂
山
）

菱
刈
地
区

瀨
田

　辰
男

　
　
　93

　（新
町
）

中
間

　ヒ
サ
子

　
　85

　（東
市
山
）

⻆
園

　フ
サ
ヱ

　
　85

　（重
留
西
）

藏
内

　利
男

　
　
　95

　（下
手
仲
間
）

亀
園

　春
子

　
　
　88

　（楠
原
下
）

貴
島

　ナ
リ

　
　
　83

　（山
下
）

小
屋

　ヨ
シ
ヱ

　
　87

　（比
良
）

永
池

　チ
ヨ
子

　
　92

　（平
沢
津
）

園
田

　ス
ミ
エ

　
　100

　（千
鳥
園
）

小
山

　靜
子

　
　
　85

　（重
留
西
）

篠
原

　貞
義

　
　
　83

　（啓
明
園
）

西
園

　和
代

　
　
　78

　（前
目
下
）

【
今
月
の
表
紙
】

曽
木
発
電
所
遺
構

　鶴
田
ダ
ム
の
完
成
に
よ
っ
て
水
没
し
た

曽
木
発
電
所
が
、
渇
水
期
の
5
月
～
9
月

に
か
け
て
湖
底
か
ら
姿
を
あ
ら
わ
し
ま
す
。

曽
木
発
電
所
展
望
台
は
、
曽
木
の
滝
か
ら
１
、

５
０
０
ｍ
下
流
左
岸
。

広告

建築設計 ･ 施工 ･ 製材

住所 : 伊佐市大口小木原 899

TEL:0995-22-0425
H    P http://takeshitanoie.jp
e-mail ytake@takeshitanoie.jp

竹下建築設計事務所

住宅ローンアドバイザーがローンについてもお手伝い。

有限会社

リフォームローンでまとめて解決！税制上の優遇もございます。

  薫風さわやかなこの季節は、住まいのメンテナンスにピッタリ！！

タケシタ

ユニット
バス +
エコ

キュート

システム
キッチン

+IH

太 陽 光
発 電

水　洗
ト イ レ

合  併
浄 化 槽

省 エ ネ
改 修   等

梅  雨
対  策

太 陽 熱
温 水 器
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人口のうごき

H21. ５. １現在（前月比）

総人口　30,771 人　  （－   50）
　男　　14,179 人　  （－   23）
　女　　16,592 人　  （－   27）
世帯数　14,426 世帯（　   23）

◆ ◆

曽木の滝が「平成百景」
に選ばれました！

実行委員会メンバー募集

　こ
の
「
平
成
百
景
」
は
、
平
成
以
降
に
誕
生
し
た

観
光
名
所
や
、
長
年
変
わ
ら
な
い
魅
力
を
持
つ
風
景

な
ど
、
全
国
か
ら
３
０
０
か
所
を
候
補
地
と
し
て

リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
そ
の
中
か
ら
新
時
代
の
景
観

１
０
０
か
所
を
国
民
の
投
票
に
よ
っ
て
選
定
す
る
と

い
う
も
の
で
す
。

　全
国
の
総
投
票
数
は
64
万
票
を
上
回
り
、
そ
の
中

で
、「
曽
木
の
滝
」
は
第
24
位
に
入
り
ま
し
た
。

　今
回
の
選
出
に
よ
り
、
全
国
に
わ
が
ま
ち
「
伊
佐

市
」
を
宣
伝
で
き
、
ま
た
観
光
伊
佐
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
に
も
つ
な
が
る
絶
好
の
機
会
に
な
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　伊佐市合併を記念して 11 月 23 日（月・祝）に
行なわれる「伊佐市合併おめでとうコンサート」

（マイク・プライス・クインテット他）の実行委
員会では、舞台の音響や照明に興味のある人を募
集します。東京方面でプロとして活躍しているベ
テランオペレーターが指導にあたります。コンサ
ートの舞台裏や制作の現場・録音等に興味のある
人は、ふるってご参加ください。
▽説明会
日　　時　６月 16 日（火）19 時
場　　所　大口ふれあいセンター
▽講習会
日　　時　６月 23 日（火）19 時
場　　所　菱刈環境改善センター
問い合わせ先
市社会教育課（小薗）（大口ふれあいセンター内）

　　　☎�１６１３

　先日行われた「伊佐市誕生記念式典」に
榎木孝明さんからのビデオレターのなかで、

「瞼を閉じるとふるさとの風景が浮かぶこ
の伊佐の地で、映画『半次郎～桐野利秋 
風伝～』の撮影をしたい。その時はエキス
トラとして出演ください。」と話されてい
ました。

　今
月
の
表
紙
で
紹
介
し
た
“
曽
木

発
電
所
遺
構
”
は
、
雨
が
多
く
な
る

こ
の
時
期
か
ら
10
月
ぐ
ら
い
ま
で
湖

底
か
ら
現
れ
ま
す
。

　鶴
田
ダ
ム
管
理
事
務
所
で
は
、
梅

雨
期
の
大
雨
の
洪
水
調
節
の
た
め
ダ

ム
の
水
を
放
流
し
て
い
ま
す
。

　こ
の
た
め
、
大
鶴
湖
の
水
位
が
下

が
り
半
年
湖
底
に
沈
ん
で
い
た
旧
曽

木
発
電
所
の
雄
大
な
姿
が
現
れ
ま
す
。

こ
の
時
期
に
し
か
見
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
是
非
み
な
さ
ん
も
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　雨
の
多
く
な
る
時
期
で
す
。
台
風

や
大
雨
に
備
え
避
難
場
所
の
確
認
や
、

非
常
持
出
品
の
点
検
を
さ
れ
る
こ
と

を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。




